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海外 の 最近 の 諸研究

井　　 桁　　 貞　　 敏

　海外 の 学術雑誌で は そ の 半分を書評 に あ て て あ る もの が少くな い 。最近 の 例

で見 る と，Revue　 des　 Etudes　 Slaves，　Tome 　50
，
　fasc．2

，
1977 で は 次の よ

うに 分類 して最近 の ス ラ ヴ語学 ・ロ シ ア 文学 の 研究3898編を短評 と共に 紹介 し

て ある の で ， 世界で どの よ うな研究が行なわれて い る か を概観す る こ とが で き

る ； ス ラ ヴ語学 （
一

般 ，音声学 ，音韻論，形 態音韻論，形態と範疇 の 価値 と用

法，シ ン タ ク ス
， 語彙論，方言学 ， 標準語，意味論 ， 数学言語学 ， 応用 言語学 ，

心理 言語学，社会言語学，言語理論），文学 ・思想史 ・芸術史（参考書，著作集，

P シ ア丈学史概論 ， 文学 の 運動と流派 ， 文学 の 理論 とジ ヤ ン ル ，雑誌，評論 ，

夊学生活，芸術生活，回想 ， 文芸批評 ， 文芸学，比較文学 ， 地方文学，民衆文

学 ， 思想史，芸術史 ， 作家研究）。

　本誌で も，各専門家が 分担 して ， 毎年世 界の主な著書論文数十編を 紹介 し，世

界の学界の趨勢を うか がわ せ る よ うに す べ ぎで ある と思 う。 本稿は こ の 趣 旨に

よ っ て な るべ く多 くの 研究を紹介 してみ た （ただ し紙数が限 られ て い るの で ロ

シ ア 語学 の 分野 の ご く
一
部に 限定）。

　 H．C．　ABH ∬oBa ．　Bi・in　rnaro 刀a　H　ceMaHTLIKa 　r冱aroJlbHoro 　c 調oBa ．《HayKa＞＞
，

M ．1976．

　本書は 体 と動詞 の 意味 との 関係を詳 しく研究 した もの で ， 動詞の意味 の タ イ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ い

プ を分けて い る。著者 は体を語形変化 の 文法範疇 とは 認め難 い と し ， 体の対は

種 々 の 体の 動詞 ま た は 多意味の 動詞の個 々 の意味の対立 関係か ら成 ると し，体

は 動詞 の 語形変化 の 外に 立 つ 特別 な夊法範疇 で あ る と し て い る 。

　 　 　 つ い

　体の 対を持たぬ動詞 が あるが ，ど うい う意味 の 動詞 が体 の 対を持た ぬ か を詳

し く研究 し て い る 。

　ま た 体 と動態 （crroco6bl 　 rAaronbHoro 　 AeAcTB ｝lfl，　 Aktionsarten） との 関

係に も考察を加 え ， 動態を時間的 （始動的 ， 限定的 ， 終結的）， 量的 （一回的 ，

多回的）， 特別 結果的 （限界的，完了的 ， 強 度的 ， 集積的，配分的）に 分類 し て
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い る。

　Willy　Birkenmaier，　Die　Funktion　von 　om ・H−i　im　Russischen，　Zeitschrift

fUr　 slavische 　 Philologie
，
　Bd ．　 xxxix

，
　 Heft　 I

，
　 Heidelberg， 1976，

　OnHH は 一定 の 文脈で は 量的意味の ほ か に ドイ ツ 語 の 不定冠詞 と同 じ役割を

す る 。

一般化 に 対 する個別 化の 役を して い る 。 HCTOPHfi 　 OAHoPI ・1ro6B ｝1
‘

ある

恋 の 歴 史
’

か ら OAHoVl を除 けば愛 （恋）
一

般 の 歴史 の 意味 に な る 。 科学論文

の 表題に は oAPIH が よ く使われ る ：KpHTHqecKHe　3aMeTKI ｛ 06 　o皿i｛oVt　peaKLIn−

OHHeVl ΦxnOCO ｛1）PiH ‘

ある反動哲学 に つ い て の批判的手 記
’

。

　OA レIH の な い 生格 と名詞の 結んだ もの は ドイ ツ 語の合成語に 当る ： Ho 　 aTO

y冫Ke 　Bo 【lpoc 　He 冫KypHam 【cTa ，　sTo 　Bonpoc 　opaTopa は Aber　das　ist　schon

keine　Journalistenfrage　 mehr
，
　das　ist　eine 　Rednerfrage に 当る。 個別的

に 言 うな ら Bonpoc 　oAHoro ｝1〈ypHa∬vacTa で ある。

　始め て話題にす る 人や物に は OILvaH を つ ける 。 文頭で は OAMH が必 要で あ

る。 そ の 前に 副詞や時 ・場所 を示す語が あ っ て も同様 。 話 し手 （書 き手）だけ

が知 っ て い る人 ・物が 話題 で ある こ とを 明らか に す る に は onHH を要する 。
お

伽話やそれ を まねた物語で よ く使われ る 。

　 ロ シ ア 語 の onm ｛ は英独語 で は簡単に 言 い 分け難 い 微妙な別を言 い 分 け 得

る。 OHa　xogeT 　Bb 通TH 　3aMy ｝K　3a　oAHoro 　HeJloBeKa 　c　TYrHM 　6yMa＞fcHMI〈oM ．
‘
彼女は嫁に行 こ うと し て い る が相手は金持だ

’
。 OHa　xoqeT 　BbltiTva　3aMY ｝K　3a

qenoBeKa 　c　 TYTMM 　 6yMa＞KHIiKorvt，彼女 は金持に 嫁ぎた が っ て い る （英語で は

両方 と も She　wants 　to　 marry 　 a 　man 　with 　a 　big　bank　 account ）。

　 OnvaHは 英独語の 不定冠詞ほ ど使わ れ ない が こ れ は ロ シ ア 語に 不定代名詞が

ある か らで ある 。 英語で は aMr ．　Brown ，
　 a　certain 　Mr ．　Brown とい う言

い 方がある 。
こ れ は 話し手に は分 っ てい る が まだ 明示 し な い の で ある 。 こ れが

ロ シ ア語 の OMIH に 当る 。 不 定代名詞の うち Koe 一の つ くもの は話手 に は分

っ て い る が あえて言わ な い で お く時に も用 い る 。 そ の 他 の 不定代名詞 は 話手自

身に も不 明な時に 使 う。 Koe ・は 一個で な く， あれこれで ある 。 それ 故 Koe 一
と

OAHH は 話手だ けが知 っ て い る点で は 共通だ が Koe 一は 単数で な い 点がちが う』

OJLHH は Koe 一の単数で ある とい え るQ

　　複数 KOe −KTO 　／　　単数 OllHH　qenOBeK

　　複数 KOe −9TO ／　単数 OaHO 双e ”O ，　OAHa 　Be 環 b

　ドイ ツ語で は eine 　Stadt とし か 言えぬ と こ ろを KaKoH・To （KaKQ 直一Hli6yAb
，
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Kai 〈oVl−nH60 ，
0AHH ）rOPOA 　と意味の 微妙な別を以て 言 い か え うる 。 学問や行

政 の 方面で 使わ れる HeK 曲 も考慮すれ ば OAilH の 使わ れ る領域 は更に 狭 くな

る。

　 ドイ ツ語な どの 不定冠詞は定冠詞 と の 鬨係で意味が決まる の だが ，
OAIIH は

不 定代名詞 の 列 の 中で 占め る位置や ， 物主 形容詞 ・関係形容詞 に 対す る関係で

きまる，とする ： npo （PeccopcKafi　 noqb − aoqb 　 llpoOpeccopa − nogb 　 onHoro

npoOPeccopa ．

　B．A ．πapplH
，
∬eKuHH 　 no 　HcToPHH 　 nylTepaTyporo 　 fi3bll｛a　（X − cepe 朋 Ha

XVIII 　BB 、）．
‘‘BbIclliafi　mKona

”

，
　M ．1975．

　著者が レ ニ ン グ ラ ー ド大学 で 1945− 1950， 1950− 1951に 行な っ た 講義を弟子

や 友人が ま とめ た本 。 キ エ フ 卩 シ ア期 の P シ ア標準語の形成 と発達 の 初期 （9
− 11世紀），キ エ フ P シ ア の標準語の諸 タ イ プ （11− 13世紀），モ ス ク ワ ロ シ ア

の 標準語 の 諸 タ イ プ（14− 17世紀）， 18世紀前半の ロ シ ア標準語 の 4 部 に 分か れ

て い る 。

　著者は標準語と ロ シ ア 社会の 種 々 の 発達段 階の一般民衆語との 相互作用を 明

らか に す る の が標準語 の 歴 史 の 課題で ある とし，また文体論的発達に 特に 注意

を払 っ て い る 。

　著者は古代 ル
ーシ の ロ シ ア標準語の 複雑な組織を解明 し，

ロ シ ア 語 の 口 語 ・

事務語 と文語 ・教会語を詳し く分析し て ， 古代 ロ シ ア文学の 主な ジ ャ ン ル の 言

語が ロ シ ア 標準語 の 形成に どれ ほ どあずか っ て い るか を検討 して い る 。 当時の

条約交は基本 的に は ロ シ ア 語である として い る 。 なお著者は 若干 の 語源説を述

べ て い る が あま り成功 し て い な い 。

　著者は
“ CnoBo　o　no 刀Ky 　HropeBe”

に つ い て，そ の 語彙を も っ とよ く研究

す べ きで ある と し，多数の 語彙的 ・文体的材料を提供 して い る 。 また年代記 に

は キ エ フ の 共通語，教会 ス ラ ヴ語，方言の 三 層が反映 して い るとす る 。 モ ス ク

ワ ・ロ シ ア語の特徴は話 し言葉が文語 へ 入 っ た こ とである とす る 。

　本書は 卩 シ ア 社会 の 史 的発達の 種 々 の段階で 社会 ・地域 。文体の 分化中 に お

い て ロ シ ア 標準語が成立 して 行 く過程を生 き生 きと描 き出 し て い る 。

　0．A．　JlanTeBa．　PyccKMVa　pa3roBopHblth　cHHTaKcrac ，　
t‘HayKa ”

，　M ．1976．

本書は ロ シ ア語 の話 し言葉 の シ ソ タ ク ス を研究 した もの で ， 2 部 に 分ち，第

1部で は 話 し言葉の 機能を ， 第 2部で は構造を研究 して い る が，400ペ ージ に
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近 い 詳 しい 研究で あ り話 し言葉に 見 られ る類型を詳述 して い る。

　T・瓢．HFIIcoilaeBa．Φpa30Bafi　HHTQHaU 聞 cmaBfiHcl｛lix　fi3bllくoB ，
“HayKa”

，

，M ．1977．

　各 ス ラ ヴ語に お け る句の 音調の 型を詳 し く研究 し，その 異同を検討 した もの

で ある。平叙文，疑問文，感嘆文などに お ける音調を実例 か ら よ く研究 して い

る 。
こ うい う研究が 盛ん に 行 なわれ る こ とを希望す る 。

　Winfred　 P．　 Lehmann ，
　 Proto・European 　 Syntax

，
　 University　of 　 Texas

Press，　Austin　and 　London，
1974．

　本 書は The　 Syntactic　Framework ，　 The 　Syntax　 of 　 Simple　Sentences，

No 皿 inal　 Modifiers，　 Verbal　 Modifiers
，
　 Syntactic　 Categories　 of　 PIE ，

Lexical　 Entries
，
　 Syntactic　 Developments 　 fro皿 P工E 　 to　 the 　 Dialects

の 7章か ら成 り， 印欧基語 の シ ン タ ク ス と各語派に おけるそ の 発達を研究した

もの で ，
ス ラ ヴ語 の シ ン タ ク ス の 研究 に も参考 とな る と こ ろ が少な くない

。 な

お 古代印欧語 に おける中動か ら受動へ の 発達 に っ い て は Frank　Parker，　Lan −

guage 　change 　and 　the　passive　voice ，
　Language

，
　Vo1．52

，
　No ．2，1976，　p．

449 の 補説 を参照 。
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